


山形大学理学部理学科の

理学部では多様な人材を受け入れるため、次の区分により選抜します。
① 一般選抜 (前期日程、共通テスト＋数・物・化・生・総合問題より1科目)
② 一般選抜 (後期日程、共通テストのみ)
③ 学校推薦型選抜Ⅰ （面接 (口頭試問を含む）、調査書、推薦書及び志望理由書）
④ 総合型選抜Ⅲ （共通テスト＋面接 (口頭試問を含む））

入学から卒業まで、山形大学および理学部独自の各種支援制度・国際交流活動・社会連携プログラム
など、充実した学業支援システムが皆さんの大学生活をサポートします。

入試情報

特色特色

各種支援制度 国際交流活動

社会連携プログラム 理学部でがんばると・・・

理学部アドバイザー制度

様々な奨学金制度

新入生３～４人当たりに１人の専任教員を割り
当て、大学内だけではなく大学外での困りごと
にも対応します。その専任教員が卒業までの生
活をサポートします。

様々な奨学金や経済状況に応じた授業料免除の
ほかに、理学部独自のTOEIC受験費支援や学会
発表・短期留学等のための海外留学費用支援など、
大学生活を充実したものにするための奨学金制
度があります。

理学部独自の英語教育

地球上のすべてが教材

全学的な英語教育に加え、理学部独自のカリ
キュラムとして「コミュニケーション英語」や
「海外特別研修」を開講し、英語スキル向上や海
外留学などをサポートします。

地球科学コースカリキュラムや生物学コースカ
リキュラムなどでは、グァムやパラオなど、海
外の特徴ある地域でのフィールドワークを行いま
す。日本とは異なる生態系や地質など、地球上
のすべてが教材になります。

講義を通した社会連携

研究を通した社会連携

サイエンスコミュニケータープログラムなどで
は、関連企業と連携して社会的課題に対し課題
解決へ向けた取り組みを行い、イベントへの出
展や発表を行います。

企業・農家・自治体などと連携し、グローカル
（＝グローバル＋ローカル）な課題を解決するた
めの実践的研究をします。得られた成果は学会
発表や企業などへのプレゼンを通じて社会へ還
元されます。

国内外で多くの賞を獲得

卒業後は色々な進路へ

日本生物物理学会、日本化学会、応用物理学会、
国際ナンノプランクトン学会、放散虫研究集会、
UVSORシンポジウムなど、書ききれないほどの
多くの賞を理学部・理工学研究科（理学系）学
生が国内外で受賞しています。

山形大学大学院のほか、北海道大学・東北大学・
東京大学・九州大学の大学院などの全国の大学院
に進学するほか、就職率も4年連続100％であり、
理学部卒業生の実力は企業にも研究者にも認めら
れています。

https://www.sci.yamagata-u.ac.jp/

山形大学小白川キャンパス事務部総務課総務担当 (理学部)
risoumu@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

お問い合わせは

詳細は理学部HPへ


	chirashi_2020_omote_no２
	chirashi_2020_ura_no２

